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すべての介護労働者の処遇改善で

介護崩壊にストップを 

-５単産が共同アピールを発表- 

生協労連、福祉保育労、自治労連、日本

医労連、建交労の５単産は介護報酬の３％

引き上げにたいしてのアピールを発表し、1
月 20 日に記者会見を行いました。 
 
□以下、アピールより 
組合員のみなさん 
厚生労働省の社会保障審議会「介護給付

費分科会」は、昨年 12 月 26 日、来年度の

介護報酬改定を３％引き上げるという答申

を行いました。 
今回の介護報酬改定の最大の課題は、深

刻で重大な自体に直面し、大きな社会問題

となっている介護人材確保問題を解決し、

介護従事者を確保することでした。2000 年

の介護保険制度の導入以降、いずれもマイ

ナスであった２回の介護報酬改定（合計－

4.7％）が、今回プラスに転じたことは、介

護の人材確保へつながる一定の前進です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（中略） 
 

組合員のみなさん 

私たちはこの間、医

師養成定数削減の閣

議決定撤回・養成増、介護報酬に連動する保

険料負担の激変緩和措置としての1,200億円

の国費の充当、後期高齢者医療制度廃止法案

の参議院可決など、国の政策を転換させる大

きな成果をかちとってきました。 

今、国民の最大の願いは景気対策と共に、

医療・介護・社会保障の充実です。2008 年

度厚生労働白書でも、「社会保障関係事業の

総波及効果は全産業平均よりも高い」こと

が指摘されています。介護労働者の大幅賃

上げは、国民のいのちと健康を守るだけで

なく、個人消費を高め、新たな雇用創設に

つながる景気対策でもあるのです。 

福祉保育労、自治労連、日本医労連、生

協労連、建交労の福祉関係労組は、介護労

働者２万円以上の賃金引き上げ、介護報酬

５％以上の引上げ、介護保険料・利用料の引

き下げ、介護保険制度の抜本的改善をめざし

て09春闘をたたかいます。2月 13日に全労

連などがとりくむ「なくせ貧困！仕事よこ

せ！守ろう雇用と暮らし！国民要求実現 2･

13 総行動」への結集をはじめ、全国で目に見

える行動を展開します。 

世論と政治を変えてきた運動の前進を確

信に、すべての組合員が力を合わせ２万円

以上の賃上げと諸要求実現をめざし奮闘し

ましょう。 

以上 
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２．１３中央総行動に参加を 

10 時～12 時の間で厚生労働省交渉を実施 

昼は日比谷野外音楽堂で集会を開催します 
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こーぷ福祉会（みやぎ生協） 

ケアマネジャー 棚木裕子 

昨年の 12 月 20 日、生協労連・介護部会準備会

第２回世話人会は、エフコープのディサービスセ

ンター「りんご庵」「第２りんご庵」の見学を兼ね

て福岡の地で行われました。  

世話人会でいつも、「食べる」が楽しい、「集う」

が楽しいディサービス「りんご庵」については、

柴山さんや石丸さんから小規模ならではの家庭的

な雰囲気の中、大変だけどやりがいがあるよ！と

生き生きと話す様子に、ぜひ１度見学してみたい

と思っていたので、実現出来て感激でした。 

「りんご庵」「第２りんご庵」は歩いて１～２分

の距離で同じ町内にあり、両方とも一般の住宅を

借り上げて最小限の費用でリフォームしたところ

は共通していますが、「りんご庵」には自立度が比

較的高い女性が多く、「第２りんご庵」は男性が多

いという特徴があるようです。 

驚いたのは、「りんご庵」「第２りんご庵」の２

箇所のこだわりの食事が、たった２人のスタッフ

ですべて切り盛りされていること、その調理場が

「りんご庵」の台所であり、一般の家庭の台所よ

り狭いかと思うスペースで賄われていること。柴

山さん曰く、「狭いから、２人で段取り良くできる

のよ。」納得！ 

浴室も決して広くはないので、１対１での個浴

で、入浴介助がむしろ安全にできる適度なスペー

ス。浴槽の高さに合わせたヒノキ製のベンチ、シ

ャワーベンチの高さ、手すりの位置、すべての動

線に無駄なし。 

２箇所とも外観は大家さんの家のままなので地

域の人からはディサービスというより「○○さん

家」と大家さんの名前で呼ばれるらしいのが地域

に溶け込んでいる感があっていい感じ。「○○さん

家」におしゃべりに行ってくるみたいな感覚だか

ら、利用に対しても抵抗が少ないのかもしれませ

ん。 

見学後、福祉事業部の大島部長を交えてお話を

伺いましたが、有償ボランティアから事業化され

た８箇所のふれあいサービス事業については、サ

ポーター不足の問題や利用料金の問題等、今後の

課題もありそうですが、とにかく直に現場の悩み

や問題をぶつけられる雰囲気がうらやましい限り

でした。 

 
 
 
 

□ 話し合ったこと 

(1)介護報酬引き上げをめぐる情勢とこんご

のとりくみについて 
(2)2009 年春闘のとりくみについて 
・各職場では、この４月に予定されている

介護報酬の引き上げを踏まえ、基本要求

として「専門職員は月額 20 万円以上、時

給で働く人は 1,200 円以上」を掲げ、こ

の春闘での実現をめざす。 
・賃金以外の労働条件の改善をすすめる。 
・2 月 13 日の東京で行われる中央行動、厚

生労働省交渉に参加していく。 
(3)介護・福祉労働者の組織化について 
・組織拡大用のリーフレットを活用し、組

織化をすすめる。５月に愛知県で開催す

る第 9 回介護事業交流会に多くのなかま

の参加をめざす。 
(4)第 9 回介護事業交流会について 
・５月 16 日（土）～17 日（日）に愛知県

で開催する。 
・記念講演は早川一光先生（わらじ医者よ

ろず診療所・医師） 
・分科会は、①認知症を考える、②ターミ

ナルケアを考える、③ケアする人のケア

を考える、④生協における介護事業を考

える、⑤介護・福祉労働者の組織化、⑥

通所・施設、⑦しゃべりば、の７つの分

科会を準備する。 
(5)その他 
 
□ 次回の世話人会は２月 22 日（日） 

12 月 20～21 日 2008 年度 

第 2 回介護部会準備会世話人会の報告 


